枚方宿の郷蔵と囲米　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2014年2月20日

出典：2013年2月20日枚方宿勉強会資料より

１．枚方宿の郷蔵

　郷蔵（ごうくら）とは、村の年貢米を一時収納する土蔵のことである。

　枚方宿では、以下の４箇所に設置されていた。

・泥町村　　　９間半×４間・・・四郎左衛門所有

・三矢村　　　９間　×７間・・・重兵衛所有

・岡村　　　　４間　×８間・・・村所有

・岡新町　　　４間　×７間半・・村所有

枚方宿の囲米

　幕府は、天保８年の大凶作により、天保１０年より「往還休泊御非常御備」と称して枚方宿に「囲米」制を命じた。

　　　　　　　　表－１枚方宿の囲米の収穀状況

	年度
	幕府下穀米
	宿の出穀米
	本陣、旅籠屋の出穀米

	天保１０年
	１１石０８２８０
	１４石
	５斗

	　　１１年
	　７石１７４７７
	１４石
	５斗

	　　１２年
	　９石０１９８５
	１４石
	５斗

	　　１３年
	　７石０５７８９
	１４石
	５斗

	　　１４年
	　７石５３４２３
	１４石
	５斗

	弘化　元年
	１３石２５６２０
	
	５斗

	　　　２年
	１４石５７４９８
	
	５斗

	　　　略
	
	
	略

	安政　元年
	
	
	５斗

	
	６９石７００７２
	７０石
	８石


　①．幕府下穀米は、御傳馬宿入用米を転用。

　②．宿の出穀米は、下記の富裕農民と年寄りから５ケ年割りで出穀。

　　ア）．富裕農民（１２石／人）・・・計４８石

　　　・喜右衛門・・・・泥町

　　　・八郎兵衛・・・・三矢

　　　・九右衛門・・・・岡新町

　　　・庄次郎・・・・・三矢

イ）．年寄り（２石７斗５升／人）・・・計２２石

　・本陣善五郎・・・三矢、　・佐兵衛・・・・・三矢、　・弥助・・・・・・？

　・仁兵衛・・・・・三矢、　・六兵衛・・・・・？、　　・太右衛門・・・・岡

　・半兵衛・・・・・岡新町　・重う・・・・・・泥町

③．旅籠屋・・・計８石

　・三矢田ノ口喜右衛門、三矢山城屋安兵衛、三矢丹後屋次左衛門、泥町京屋、泥町大和屋喜助

